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2024 年度第４回食･消費者委員会を開催しました！ 

12月 9日(月)に、2024年度第 4回食・消費者委員会をハイブ

リッドで開催し、委員のほか関心のある役職員、講師、事務局を

含め、16人が参加しました。 

 今回は、食をテーマとした拡大版学習会とし、「食品表示と食

の安全安心～機能性表示食品・食品表示ルールの見直しから～」と題し、 

元日本生協連理事、元消費者庁長官の一般社団法人 消費者市民社会をつくる

会代表理事 阿南 久さんに、講師をお願いしました。 

初めに、小林製薬の紅麹サプリメント

をめぐる経緯をお話しいただき、「食品表

示法」の下での「機能性表示食品制度」、そしてその中

で事業者、消費者それぞれに求められることについて、

説明いただきました。 

特に、消費者にとって大切なことは、「情報収集と学

習」「周囲の友人などと情報を共有し、教えあい、助け

あう」ことであると説明されました。（文責：事務局)) 

・私たちは民主主義の当事者。その人たちがどう思う  

か、その人たちが意見を寄せ合って、政策や運動、

活動を作っていくことがとても大事だと思います。 

・生協になぜ入ったのかという気持ちは、「簡単便利

だからいいわ」でもいいと思います。「自分達では重

いものを買い物に行けないわ」という人たちにとっ

ては、生活を維持するためにとても大事なことだと

思います。 

・生協にはコープブランドがありますが、それ以外に

も良い製品、安全性も確かな食品もたくさん出回っ

ています。消費者として、より良いものを、自分が

好きなもの、自分が選びたいものを正しい情報のも

とに選択していくという場として、生協を挙げたい

と思います。 

・コープのコミュニケーション力は、すごいです。組合員さんだけじゃなく、お店などを

通じて、地域の消費者の方たちへの影響力は大きいと思います。様々な企画をされて、そ

の組合さん、ご家族やお友達なんかも参加できるので、非常に良いコミュニケーションの

場になると思います。コープ商品だけでなく、幅広く自分の食卓に役立つ情報だとか、安

心、安全情報というものを提供して交流できるような場になると、もっともっと広がって

いける思います。 


